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日本統治下の台湾と沖縄出身教員






















































































































































































































































































































































































16)　事件前の霧社の人口は 2178名で、在住の日本人は 157名、漢人は 111名であった。それまで理蕃の成功例として称賛されていたこの地域で、
1930年 10月 27日、ロードフ社、ホーゴー社、スーク社、ボアルン社、タロワン社、マヘボ社の六部落が武装蜂起し、運動会のため小学校に集
まっていた日本人を無差別に殺害した。日本側はその報復として軍隊 1303名、警察隊 1305名、官役人夫 1563名を動員し、戦闘機や毒ガスな
どの最新兵器を使用して敵の殲滅を図った。一か月余りにわたる戦闘の結果、蜂起藩の住民は 1236名のうち戦死者 85名、飛行機による爆撃
の死者 137名、味方藩奇襲隊による首狩り犠牲者 87名、自ら首をつった者 290名という犠牲を出した末に投降した。更に、武器を捨て保護さ
れたはずの生き残り住民を惨殺した「第二霧社事件」の犠牲者が 263名あり、餘生を得たのはたったの 298名であった。帰順式の後にも、事件
への関与を疑われた 39名が逮捕・抹殺されたことから、日本人とセデック人による民族同士の殲滅戦であったことが窺える。
霧社公学校跡地に立つ霧社事件の説明版 霧社事件を生き延びたセデック族の「餘生記念碑」
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筆者は平良が「自分たちと同じように差別されている沖縄人」と見做されていたおかげで生き延び
ることができたものと推察している17)。平良はその後、員林公学校に転出した。
員林は石垣島のパイン産業を支えた台湾人たちの故郷である。員林には1922（大正11）年に員林尋
常高等小学校に着任した嵩原恵重から1944（昭和19）年に員林東国民学校に着任した山里宗重まで、
合計14名もの沖縄人教師が赴任しており、石垣へのパイン農家移住との関連性があった可能性を推測
できるものの、現時点ではその裏付けは確認できていない。　
4. まとめ
ここまで、主に沖縄出身教員と原住民族居住地域の関係を中心に『日本統治下の台湾と沖縄出身教
員』の資料部分を読み解いた。同書に記録されている膨大な資料からは、ほかにも「台湾における近
代教育の普及」「女性の社会進出の進展」「地名や校名の変化から読み取る皇民化の進展」「沖縄人の
人名が傍証するヤマトゥ化」など、様々な読み解き方が可能であり、本稿で示した内容はその可能性
の一部を示唆したにすぎない。
本稿で紹介した教師たちとは別に、山間の小さな原住民部落に設置された小規模な「蕃童教育所」
でも日本語が教えられていたが、先述のとおり蕃童教育所では教員としての資格を持たない巡査が教
師を兼ねていたため、安村2012の名簿には含まれていない。
同書のデータには、台北帝国大学（現在の台湾大学）や日本人向けの小学校・中学校・高校等に勤
務した沖縄出身の教師も含まれている。しかし、彼らの主たる任務は「台湾在住の日本人に対する教
育」であって「台湾人を対象とした日本語教育」ではないため、本稿では扱わなかった。
同時代の台湾には、教師のほか警察と鉄道関係で活躍した沖縄人が多かった。また、台湾各地の港
に沖縄出身者の漁師部落が形成され、現地の人たちに先進的な漁法を伝えたと言われており、その活
躍を顕彰するために基隆に「琉球海
ウミンチュ
人の像」が建てられている。こうした分野における沖縄県出身者
の状況についても、いずれ資料を収集して整理、報告したい。
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